
能登町公共施設等総合管理計画・個別施設計画に関する公共施設の再編手法・方向性（案） ｜  2025.7 月時点 １／２ 

公共施設の再編の方向性を検討するにあたり、これまで役場内の若手職員を中心とした庁内ワーキングや役場関係各課局で組織される公共施設マネジメント推進委員会等で意見交換を進めてきました。 

役場内での検討を踏まえ、町 HP 等を通じて住民のみなさまからご意見をいただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回 目的 日時・場所 

第 1 回 
庁内ワーキング 

今年度の目的確認 

各施設の問題・課題検討 
 8 月 28 日（水） 
13:30～15:3０ ＠町役場４階全員協議会室 

第 2 回 
庁内ワーキング 

公共施設の方向性等の検討 

（対象：体育施設・子ども・高齢者施設） 
11 月 12 日（火） 
13:30～15:30  ＠町役場４階全員協議会室 

第 3 回 
庁内ワーキング 

公共施設の方向性等の検討 

（対象：観光施設・宿泊施設） 
11 月 25 日（月） 
13:30～16:30  ＠町役場４階全員協議会室 

ワーキングでの検討結果を踏まえ、公共施設マネジメント会議にて施設再編の方針案を協議 

 

令
和
６
年
度 

令和２～３年度 現行の公共施設等総合管理計画及び個別施設計画の策定 

令和７年度７月～   町 HP 等を通じて意見を募集します 

〈これまでの検討経緯とこれからの検討イメージ〉 

 

〈施設再編の方向性を位置付ける計画〉   

現在、能登町の公共施設等の方針を位置付ける計画である 

「公共施設等総合管理計画」と「公共施設個別施設計画」の見直し 

を行っており、その中で施設の再編方針を検討しているところです。 

計画 2021-2030 2031-2040 2041-2050 

第 1 期 
◎能登町公共施設等総合管理計画 

●能登町公共施設個別施設計画 

   

第 2 期 
◎能登町公共施設等総合管理計画 

●能登町公共施設個別施設計画 

   

第 3 期 
◎能登町公共施設等総合管理計画 

●能登町公共施設個別施設計画 

   

 

計画期間 2021～2040 

計画期間 2026～2045 

計画期間 2031～2050 

見直し中 

〈計画期間と検討経緯〉   

現在、第 1 期計画を踏まえた第 2 期計画の策定に向けた検討作業を行っているところです。第 1 期計画からは主に令和６年能登半島地震及び奥

能登豪雨による被害状況等も踏まえ、公共施設等の方針の見直しを行っています。 

〈計画の概要〉 

公共施設等総合管理計画 ：高度成長期に整備された公共施設の老朽化に対応し、人口減少・財政制約下でも持続可能なまちを実現するため、施設

の統廃合・長寿命化方針を示す町全体のアセットマネジメント計画（資産の戦略的管理計画）。 

公共施設個別施設計画 ：総合管理計画を受け、各施設の存廃・改修時期・ライフサイクルコストを具体化し、優先順位を付す実行プラン。 



能登町公共施設等総合管理計画・個別施設計画に関する公共施設の再編手法・方向性（案） ｜ 2025.7 月時点 ２／２ 

庁内ワーキングや公共施設マネジメント推進委員会での検討を踏まえ、現時点の再編手法・方向性は以下のとおりです。 

地区 施設名 現行計画の再編手法  再編手法（案） ※R7.7 時点 留意事項、方向性など 

能都 能都体育館 建物：除却/機能：集約化  
建物：除却 
機能：集約化（新設 or 既設） 

 被災程度：能都体育館(半壊)、柳田体育館(準半壊)、内浦体育館(一部損壊、津波被害あり) 

 全ての体育館は旧耐震施設であることから修繕はせず、既存施設は除却する 

 体育館機能の集約については、当面は小中学校や旧小木中学校体育館の開放で対応 

 総合体育館については、その利用状況等も踏まえつつ必要性等を検討 

柳田 柳田体育館 建物：除却/機能：集約化  

内浦 内浦体育館 建物：更新/機能：集約化  

能都 能都野球場 建物：除却/機能：集約化  
建物：除却・更新 
機能：集約化（既設） 

 集約化とするが当面は利用状況等も踏まえつつ学校施設(部活動 or 地域開放)として利用も検討 

 跡地の利活用について検討が必要 
柳田 柳田野球場 建物：除却/機能：集約化  

内浦 内浦野球場 建物：維持/機能：集約化  

能都 能都中学校 （雄志館） 
建物：規模縮小 

機能：集約化 

 建物：除却 
機能：集約化（既設） 

 小中学校の体育館の利用や、他施設との集約化を検討 

内浦 内浦第二体育館 
建物：除却 

機能：集約化 

 建物：維持 

機能：維持 or 集約化（既設） 

 当面は維持の方針とするが、大規模修繕等が必要となった場合には除却を検討 

 総合体育館を新設する場合は、集約化を検討 

内浦 まつなみキッズセンター 建物：規模縮小/機能：維持  変更なし ― 

能都 
能登七見健康福祉の郷 

「なごみ」 
建物：維持/機能：維持 

 

建物：除却 

機能：集約化（新設 or 既設） 

 被災程度：温泉・プール棟(大規模損壊)、食堂・和室など(一部損壊) 

 各小学校のプール機能を集約化し、屋内プールを整備する。建設場所について検討が必要 

 温浴機能については民間による運営の可能性を検討 

※なごみの温泉・プール棟部分は除却する。復興期において、民間の活用状況によってデイサービス・食堂部分等は

残すことも検討 

能都 
七見デイサービスセンター 

（なごみ併設施設） 
建物：維持/機能：維持 

 建物：維持（転用・譲渡・貸付） 

機能：廃止 

 被災程度が小さいため、転用や譲渡、貸付を検討 

※復興期において、民間の利用状況によってはデイサービス・食堂部分等は災害復旧として残すことも検討 

能都 老人憩の家 たなぎ荘 建物：除却/機能：複合化 
 建物：維持 

機能：維持 
 予定していたなごみへの機能集約ができないため、現時点では維持 

内浦 老人憩の家九十九荘 
建物：地域移譲 or 除却/ 

機能：複合化 

 建物：地域移譲 
機能：維持（地域運営） 

 地域移譲を検討 

柳田 
ふれあいの里施設  

アストロコテージ 3 棟（H5) 

建物・機能：民間譲渡 or 

集約化 

 

変更なし  民間による利活用を検討 

柳田 
ふれあいの里施設  

アストロコテージ 3 棟（H10) 

建物・機能：民間譲渡 or 

集約化 

 

能都 国民宿舎能登うしつ荘 
建物・機能：民間譲渡 or 

集約化 

 建物：民間譲渡 or 除却 
機能：集約化 

 民間参入を優先（宿泊機能がメイン） 

宿泊施設に対する補助金制度の創設など、企業誘致に向けた取組を検討 

柳田 
国民宿舎能登やなぎだ荘 

（御前含む） 

建物・機能：民間譲渡 or 

集約化 

 建物：【宿泊棟】集約化 
（新設）or 除却／ 

【御前】除却 
機能：集約化 

 被災程度：宿泊棟(一部損壊)、御前（全壊） 

 民間参入を優先（宿泊・温泉機能） 

宿泊施設に対する補助金制度の創設など、企業誘致に向けた取組を検討 

柳田 
国民宿舎能登やなぎだ荘  

温泉センター 
建物・機能：民間譲渡 or 維持 

 建物：複合化 or 除却 
機能：複合化 

 やなぎだ荘の温泉施設として考えた場合には、民間参入を優先 

 笹ゆり荘との複合化等を検討 

柳田 笹ゆり荘 
建物：除却 

機能：複合化 

 建物：複合化 
機能：複合化 

 やなぎだ荘温泉センターとの複合化を検討 

能都 縄文真脇温泉浴場 建物・機能：民間譲渡 or 維持 
 建物：維持 or 除却 

機能：維持 or 廃止 
 真脇ポーレポーレは個室に浴室もあるため、縄文真脇温泉浴場については当面は維持とするが、利用者数の推

移をみて廃止を検討 

柳田 

ふれあいの里施設（レストラン

花菖蒲、ふれあいハウス、合

鹿庵、売店） 

建物・機能：民間譲渡 or 

集約化 

 建物：【合鹿庵・売店】維持／ 
【花菖蒲】民間譲渡 

機能：維持 

 合鹿庵、売店は維持 

 レストラン花菖蒲は民間による利活用を検討 

 


